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ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
災
害
支
援
か
ら
み
え
て
く
る
も
の

　
　
i
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
関
す
る
批
判
的
考
察
1

山

本

信

人

ジャワ島中部地震災害支援からみえてくるもの

は
じ
め
に

一
　
災
害
支
援
活
動
・
日
本
政
府
の
広
報

ニ
　
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
か
ら
み
え
る
日
本

三
　
海
外
か
ら
の
災
害
支
援
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

四
　
災
害
支
援
活
動
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
報
道

五
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
イ
メ
ー
ジ

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
の
目
的
は
、
日
本
に
よ
る
災
害
支
援
活
動
を
日
本
の
ソ
フ
ト
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

る
日
本
イ
メ
ー
ジ
を
抽
出
す
る
こ
と
に
あ
る
。

パ
ワ
ー
を
測
る
物
差
し
と
し
て
捉
え
、
そ
こ
か
ら
み
え
て
く

1
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災
害
支
援
に
は
、
緊
急
性
と
持
続
性
が
あ
る
。
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
医
療
や
イ
ン
フ
ラ
復
興
な
ど
の
技
術
と
い
う
専
門
性
が
必

要
な
領
域
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
地
震
災
害
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
技
術
大
国
と
し
て
も
地
震
大
国
と
し
て
も
、
日
本
が
ア
ジ
ア
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

お
け
る
主
導
性
を
発
揮
で
き
る
領
域
で
あ
る
。
そ
れ
は
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
支
え
る
資
源
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
は
、
自
国
が
望
む
こ
と
を
相
手
国
も
自
発
的
に
望
む
よ
う
に
す
る
力
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
こ
ち
ら
か
ら

働
き
か
け
て
相
手
に
な
に
か
を
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
こ
ち
ら
が
望
む
こ
と
を
相
手
が
自
発
的
に
実
施
す
る
よ
う
な
状
況
を
つ
く
る

力
、
強
制
や
誘
導
で
は
な
く
、
魅
力
に
よ
っ
て
望
む
結
果
を
得
る
力
で
あ
る
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ナ
イ
（
む
器
喜
ψ
Z
器
）
が
整
理
し
た

よ
う
に
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
源
泉
は
、
①
普
遍
性
が
あ
り
、
他
国
が
魅
力
を
感
じ
る
文
化
、
②
政
治
的
な
価
値
（
民
主
主
義
、
自

由
、
平
和
と
人
権
の
推
進
と
い
っ
た
、
政
府
が
行
動
に
よ
っ
て
示
す
価
値
観
は
、
他
国
の
指
導
者
の
考
え
方
に
も
大
き
な
影
響
を
あ
た
え
る
）
、

③
正
当
で
敬
意
を
払
わ
れ
る
政
策
（
他
国
の
意
見
に
鈍
感
で
あ
っ
た
り
、
偏
狭
な
国
益
に
執
着
し
て
い
た
り
、
偽
善
的
だ
と
思
わ
れ
て
し
ま

う
と
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
損
な
う
こ
と
に
な
る
）
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
要
素
が
そ
ろ
っ
て
初
め
て
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
は
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

力
を
発
揮
す
る
可
能
性
を
有
す
る
。
逆
に
い
う
と
、
そ
の
ど
こ
か
一
部
だ
け
を
強
調
し
て
も
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
は
つ
な
が
ら
な
い
。

　
た
と
え
ば
、
大
衆
文
化
は
力
の
源
泉
に
な
り
う
る
が
、
そ
れ
自
体
は
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
で
は
な
い
。
イ
メ
ー
ジ
、
広
報
、
人
気
と

い
う
次
元
の
間
題
も
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
望
む
結
果
を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
て
、
初
め
て
ソ
フ
ト
・
パ

ワ
ー
と
な
る
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
イ
メ
ー
ジ
に
偏
り
が
あ
り
、
広
報
力
が
欠
如
し
て
い
る
よ
う
で
は
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
導

く
根
拠
が
危
う
く
な
る
。
日
本
を
例
に
と
る
と
、
日
本
に
関
す
る
自
他
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
深
刻
な
問
題
と
し
て
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
れ
は
換
言
す
る
と
、
「
大
国
」
と
し
て
の
日
本
の
行
動
が
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
人
び
と
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
は
、
大
国
が
有
し
行
使
可
能
な
パ
ワ
ー
で
あ
る
。
日
本
で
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
論
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
た
背
景
に
は
、
経
済
面
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
・
文
化
の
側
面
で
も
日
本
を
大
国
と
み
な
し
た
い
と
い
う
思
惑
と
認
識
が
潜
在
化

2
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（
5
）

さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
、
学
術
的
な
研
究
が
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
着
目
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
外
務
省
、
経

産
省
、
文
科
省
、
経
済
同
友
会
、
日
本
学
術
会
議
と
い
っ
た
官
僚
や
経
済
界
ま
で
も
が
こ
と
あ
る
ご
と
に
、
大
衆
文
化
や
科
学
技
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

力
と
い
う
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
言
及
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が

ア
ジ
ア
の
み
な
ら
ず
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
と
い
う
現
象
に
各
界
が
着
目
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
；
の
実
態
と
そ
の
評
価
は
慎
重
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
。
留
意
す
べ
き
点
は
、
日
本
で
ソ
フ

ト
・
パ
ワ
ー
が
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
時
期
が
、
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
、
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
と
し
て
の
経
済

力
が
減
退
し
た
こ
と
で
、
日
本
自
身
が
ア
ジ
ア
の
、
そ
し
て
世
界
の
大
国
と
し
て
の
自
信
を
喪
失
し
始
め
た
時
期
（
失
わ
れ
た
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

年
）
と
符
合
し
て
い
る
事
実
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
日
本
で
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
そ
の
政
策
化
は
、
実
体
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
て
の
日
本
の
パ
ワ
ー
が
低
下
し
て
い
た
現
実
の
裏
返
し
の
現
象
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
整
理
し
て
み
る
と
、
日
本
で
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
日
本
か
ら
の
視
点
が
強
調
さ
れ
、
日
本
の
ソ

フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
過
大
評
価
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
換
言
す
る
と
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
本
来
的
な
力
の

反
映
と
な
る
は
ず
の
部
分
、
つ
ま
り
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
相
手
国
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
か

な
ら
ず
し
も
冷
静
な
評
価
を
し
て
い
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
そ
の
例
は
、
本
稿
が
分
析
対
象
と
す
る
災
害
支
援
に
関
す

る
相
手
国
の
受
け
止
め
方
に
表
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
一
部
を
担
う
災
害
支
援
に
関
す
る
被
支
援
国
で
の
報
道
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

日
本
の
行
動
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
事
例
と
し
て
扱
う
の
は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ

ワ
島
中
部
で
発
生
し
た
地
震
に
関
連
し
た
支
援
活
動
で
あ
る
。
デ
ー
タ
収
集
期
間
は
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
か
ら
六
月
三
〇
日
で

あ
る
。
ま
た
、
本
稿
で
は
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
の
関
連
で
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
事
柄
に
着
目
す
る
。
第
一
に
、
支
援
活
動
に

関
し
て
日
本
政
府
や
N
G
O
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
「
広
報
」
を
お
こ
な
っ
て
い
た
の
か
。
な
お
、
そ
の
際
に
、
支
援
活
動
の
中
身
と

3
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（
9
）

そ
の
実
績
に
つ
い
て
評
価
・
検
討
は
し
な
い
。
第
二
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
支
援
関
連
報
道
の
特
徴
は
な
ん
で
あ
り
、
そ
の
な
か

で
日
本
は
い
か
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
。
こ
れ
ら
二
点
を
と
お
し
て
、
日
本
の
災
害
支
援
活
動
が
、
被
支
援
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
災
害
支
援
活
動
・
日
本
政
府
の
広
報

　
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
（
土
）
午
前
六
時
頃
、
ジ
ャ
ワ
島
中
部
の
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
南
南
西
二
五
キ
ロ
で
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
六
・
三
の
大
規
模
地
震
が
発
生
し
た
。
各
国
は
翌
二
八
日
か
ら
続
々
と
緊
急
援
助
と
援
助
額
を
提
示
し
た
。
二
八
日
に
は
、
中
国

の
二
〇
〇
万
米
ド
ル
を
は
じ
め
と
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
二
〇
〇
万
ド
ル
、
ア
メ
リ
カ
の
二
五
〇
万
ド
ル
の
緊
急
支
援
を
決
定
し

た
。
日
本
は
二
九
日
に
な
り
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
と
、
主
要
国
で
は
最
大
級
の
援
助
額
を
提
示
し
た
。
ド
イ
ツ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ア

メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
七
五
〇
万
ド
ル
、
E
U
が
三
七
〇
万
ド
ル
、
カ
ナ
ダ
一
七
〇
万
ド
ル
、
オ
ラ
ン
ダ
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が

一
二
〇
万
ド
ル
と
い
う
よ
う
に
、
主
要
各
国
と
比
較
し
て
も
日
本
の
緊
急
援
助
額
は
突
出
し
て
い
る
。

　
で
は
、
日
本
の
緊
急
支
援
に
関
し
て
外
務
省
は
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
い
か
な
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
し
て
い
る
か
。
最
初
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
は
五
月
二
八
日
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
お
け
る
地
震
災
害
に
対
す
る
日
本
の
支
援
」

と
題
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
南
東
ア
ジ
ア
第
二
課
、
経
済
協
力
局
無
償
資
金
協
力
課
、
経
済
協
力
局
国
際

緊
急
支
援
室
が
主
体
と
な
り
、
①
総
額
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
一
一
億
一
〇
〇
〇
万
円
）
の
無
償
資
金
協
力
の
実
施
、
②
約
二
千
万
円

相
当
の
緊
急
物
資
援
助
の
提
供
、
③
二
五
名
か
ら
な
る
緊
急
援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
、
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
翌
二
九
日
に
は
、

外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
南
東
ア
ジ
ア
第
二
課
の
発
信
で
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
お
け
る
地
震
災
害
（
国
際
緊
急

援
助
隊
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
）
」
が
流
さ
れ
た
。
内
容
的
に
は
、
総
額
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
（
二
億
一
〇
〇
〇
万
円
）
の
無
償
資
金
協
力

4
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を
実
施
す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
六
月
二
日
に
は
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
お
け
る
地
震
被
害
に
対
す
る
緊
急
無
償
資
金
協
力
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
南
東
ア
ジ
ア
第
二
課
、
大
臣
官
房
国
際
社
会
協
力
部
、
経
済
協
力
局
無
償
資
金
協
力
課
が
、
緊
急
無

償
資
金
協
力
の
主
た
る
配
分
内
容
を
明
示
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
政
府
に
四
億
四
四
〇
〇
万
円
（
四
〇
〇
万

米
ド
ル
）
、
人
道
支
援
団
体
で
あ
る
国
際
赤
十
字
・
赤
新
月
社
連
盟
（
I
F
R
C
）
に
一
億
一
一
〇
〇
万
円
（
一
〇
〇
万
米
ド
ル
）
で

あ
り
、
そ
の
他
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
同
日
、
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
南
東
ア
ジ
ア
第
二
課
は
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・

ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
お
け
る
地
震
災
害
」
と
し
て
、
国
際
緊
急
援
助
隊
（
自
衛
隊
医
療
援
助
隊
）
の
追
加
派
遣
を
発
表
し
て
い
る
。

　
そ
れ
か
ら
一
週
間
後
に
は
、
事
態
の
緊
急
度
が
収
ま
り
、
総
括
的
な
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
が
で
て
く
る
。
外
務
省
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地

震
災
害
対
策
連
絡
室
は
、
六
月
九
日
午
前
七
時
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
お
け
る
地
震
災
害
」
を
だ
す
。
同
日
、
経
済

協
力
局
無
償
資
金
協
力
課
、
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
南
東
ア
ジ
ア
第
二
課
の
名
前
で
、
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
お

け
る
地
震
被
害
に
対
す
る
緊
急
無
償
資
金
協
力
に
よ
る
支
援
物
資
の
引
渡
式
に
つ
い
て
」
と
い
う
公
報
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
、
地
震
発
生
か
ら
二
週
間
が
過
ぎ
た
六
月
二
二
日
に
は
、
国
際
緊
急
援
助
隊
（
自
衛
隊
医
療
援
助
隊
）
の
活
動
終
了
を
伝

え
る
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
中
部
に
お
け
る
地
震
災
害
」
な
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
外
務
省
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
南
東
ア
ジ
ア

第
二
課
が
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
以
降
、
外
務
省
に
よ
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
な
く
な
る
。
外
務
省
に
か
ぎ
ら
ず
、
一
連
の
災
害
関
連
報
道
を
鳥
諏
す
る
と
、

災
害
発
生
か
ら
二
週
間
が
緊
急
援
助
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
と
い
う
認
識
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
節

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

で
検
討
す
る
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
（
寄
冨
穿
①
び
）
で
の
記
事
の
多
寡
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。

5
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ニ
　
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
か
ら
み
え
る
日
本

　
つ
ぎ
に
、
日
本
の
災
害
支
援
活
動
が
海
外
の
メ
デ
ィ
ア
や
国
際
機
関
で
ど
の
程
度
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
に
掲
載
さ
れ
た
「
ジ
ャ
ワ
地
震
災
害
支
援
」
関
連
記
事
を
収
集
・
検
討
す
る
作
業
を
お
こ
な

っ
た
。
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
と
は
、
人
道
支
援
活
動
を
お
こ
な
う
諸
団
体
へ
情
報
を
提
供
す
る
た
め
に
立
ち
あ
げ
た
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

あ
る
。
各
国
政
府
外
に
、
少
な
く
と
も
四
〇
以
上
の
国
際
機
関
、
国
際
N
G
O
の
活
動
・
広
報
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

6

　
ω
　
傾
　
向

　
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
に
つ
い
て
の
記
事
は
、
二
〇
〇
六
年
五
月
二
七
日
よ
り
六
月
三
〇
日
ま
で
の
あ
い
だ
に
八
七
八
件
あ
っ
た
。

そ
の
う
ち
八
四
件
に
は
、
日
本
政
府
お
よ
び
日
本
の
N
G
O
に
関
す
る
「
言
及
」
が
あ
っ
た
（
表
参
照
）
。
た
だ
し
、
検
索
は

．
．
鼠
O
壁
、
、
お
よ
び
．
、
鼠
も
碧
①
ω
①
．
．
で
お
こ
な
っ
た
た
め
に
、
た
ん
に
そ
の
単
語
に
「
言
及
」
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
々
ふ
く
ま

れ
て
い
る
。

　
災
害
報
道
の
特
徴
と
し
て
、
災
害
発
生
か
ら
二
週
間
程
度
は
集
中
的
に
報
道
・
公
報
が
な
さ
れ
る
。
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
の
場
合
も

例
外
で
は
な
い
。
災
害
発
生
よ
り
数
え
て
ち
ょ
う
ど
二
週
間
目
ま
で
は
一
日
で
最
高
二
六
件
、
最
低
で
も
一
九
件
の
記
事
が
あ
る

が
、
そ
れ
以
降
は
記
事
が
○
件
の
日
も
あ
れ
ば
、
最
高
で
も
二
二
件
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
二
週
間
目
の
六
月
九
日
ま
で
に
七
三
一

件
と
、
全
体
の
八
三
％
の
記
事
が
集
中
し
て
い
る
。

⑫
　
目
本
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
内
容

ま
ず
、
日
本
政
府
に
よ
る
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
の
内
容
を
整
理
し
て
み
よ
う
。
主
に
四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
、
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JAVA QUAKE AND JAPAN'S APPEARANCE ON 
(27 May - 29 June 2006) 

RELIEFWEB 
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29-May-06 

29-May-06 

29-May-06 

29-May-06 

29-May-06 

29-May-06 

29-May-06 

29-May-06 

29-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

Indonesia struggles 

toll nears 5,000 

to cope 

Global aid effort picks 

donesian quake victims 

as quake 

Japan to 
Indonesia 

send 

up for In-

troops to quake-hit 

Emergency assistance 

victims in Indonesia 

for earthquake 

Japan to dispatch troops to Indonesia 

for quake relief 

UN urges speedy aid 
donesia quake victims 

ef f ort 

International cash aid for 

quake top~ 47 million USD 

for In-

Emergency assistance 

victims in Indonesia: 

emergency personnel 

Indonesian 

for earthquake 

(D Arrival of 

Aid flies in for 

tims 

Indonesia quake vic-

Drive to aid 

Indonesia earthquake: UK Govern-
ment Department for International 
Development Humanitarian Response 
Information Update 29 May 2006 

Indonesia 

Problems linger as 

Java quake victims 

aid flows in for 

Indonesia quake toll hits 

aid tops 47 mln dollars 

Indonesia quake aid effort intensifies 

5,427, cash 

Japan's assistance for earthquake 
disaster in Central Java, Republic of 

Indonesia - press conference, 30 May 

2006 

U.S. military 

earthquake 

responds to Indonesia 

Earthquake disaster in Central Java, 

Republic of Indonesia - Dispatch of 

Japan Disaster Relief Medical Team 

Agence France-Presse (AFP) 

Agence France-Presse (AFP) 

Agence France-Presse (AFP) 

Japan International 

tion Agency (JICA) 

Coo pera-

Agence France-Presse (AFP) 

Agence France-Presse (AFP) 

Xinhua News Agency 

Japan International 

tion Agency (JICA) 

Coopera-

Agence France-Presse (AFP) 

United Kingdom Department 
for International Develop-
ment (DFID) 

The Christian Science Monitor 

Reuters Foundation 

Agence France-Presse (AFP) 

Xinhua News Agency 

Government of Japan 

Government of the 
States of America 

United 

Government of Japan 
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30-May-06 

30-May-06 

30-May-06 

31-May-06 

31-May-06 

31-May-06 

31-May-06 

31-May-06 

31-May-06 

31-May-06 

31-May-06 

1- Jun-06 

Relief International to distribute 15 

tons of food supplies to earthquake 

affected families in Indonesia 

UAE rescue team arrives in Indonesia 

AMDA 
sion for 

Bulletin 

Multi-national 

Java Indonesia 
II 

Medical Mis-

Earthquake: 

Hyogo Prefecture and Kobe 
patch blankets for Indonesia 

City dis-

Quake survivors immunised, hospitals 

get relief 

AMDA 
sion for 

Bulletin 

multi-national 

Java Indonesia 
III 

medical mis-
earthquake: 

Save Indonesia Yogyakarta Earthquake: 

Appeal no. MDRIDOO1, Operations Update 

no. I The Federation's mission is to 

improve the lives of vulnerable people by 

mobilizing the power of humanity. It is the 

world's largest humanitarian organization 

and its millions of volunteers are active in 

over 183 countries. 

Indonesia: Earthquake 
tion Report No- 5 

OCHA Situa-

Indonesia Earthquake: UK Govern-
ment Department for International 
Development Humanitarian Response 
Information Update 31 May 2006 

Emergency assistance for earthquake 
victims in Indonesia: (2) Delivery of 

emergency re]ief suppl_ies to Java 

Emergency assistance for earthquake 
victims in Indonesia: (3) Field report 

for May 3_1_ ___ _____ _ 
Earthquake disaster in Central Java, 

Republic of Indonesia (Dispatch of 

Japan disaster relief medical team 
(Self defense forces main unit) 

Relief International (RD 

Government of 
Arab Emirates 

the United 

Association 

tors of Asia 

of Medical 

(AMDA) 
Doc-

Hyogo Prefectural 
ment, Japan 

Govern-

Reuters Foundation 

Association 

tors of Asia 

of Medical 

(AMDA) 
Doc-

International Federation of 

Red Cross And Red Crescent 
Societies (IFRO 

United Nations Office for the 

Coordination of Humanitar-
ian Affairs (OCHA) 

United Kingdom Department 
for International Develop-
ment (DFID) 

Japan International 

tion Agency (JICA) 

Japan International 

tion Agency (JICA) 

Coopera-

Coopera-

Government of Japan 
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1- Jun-06 

1- Jun-06 

2- Jun-06 

2- Jun-06 

2- Jun-06 

2- Jun-06 

2- Jun-06 

3- Jun-02 

3- Jun-06 

4- Jun-06 

4- Jun-06 

4- Jun-06 

Indonesia Earthquake: UK Govern-
ment Department for International 
Development Humanitarian Response 
Information Update I Jun 2006 

AMDA multi-national medical mis-
sion for Java Indonesia earthquake: 

Bulletin IV 

Japan to send additional troops for 

Indonesia quake relief 

Earthquake disaster in Central Java, 

Republic of Indonesia (Dispatch of 

Japan disaster relief medical team 
(Additional dispatch of self defense 

forces unit) 

Emergency grant aid in response to 
earthquake disaster in Central Java, 

Republic of Indonesia 

Indonesia Earthquake: UK Govern-
ment Department for International 
Development Humanitarian Response 
Information Update 2 Jun 2006 

ADB coordinating with partners on 
Indonesia earthquake relief assistance 

Indonesian quake survivors pray, told 

to be patient 

U.S. relief efforts continue in In-

donesia 

AMDA multi-national medical mis-
sion for Java Indonesia earthquake: 

Bulletin VAMDA Multi-national Med-

ical Mission's international teams 

continuingly arrived in Java as 
scheduled to join the AMDA teams in 
the three sites 

Singapore Red Cross team stays on in 

Magelang to focus on mobile clinic 

programme for remote villages in 
Salam and Klaten 

Indonesia earthquake response 4 Jun 
2006 

United Kingdom Department 
for International Develop-
ment (DFID) 

Association 

tors of Asia 

of Medical 

(AMDA) 
Doc-

Agence France-Presse (AFP) 

Government of Japan 

Government of Japan 

United Kingdom Department 
for International Develop-
ment (DFID) 

Asian 
(ADB) 
Develo pment Bank 

Reuters Foundation 

United States 

State 

Department of 

Association 

tors of Asia 

of Medical 

(AMDA) 
Doc-

Singapore Red Cross (SRO 

Direct Relief International 

10 
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5- Jun-06 

5- Jun-06 

5- Jun-06 

5- Jun-06 

6- Jun-06 

8- Jun-06 

8- Jun-06 

8- Jun-06 

8- Jun-06 

8- Jun-06 

9- Jun-06 

9- Jun-06 

9- Jun-06 

Indonesia: Earthquake OCHA Situa-
tion Report No. 10 

Indonesia Earthquake: UK Govern-
ment Department for International 
Development Humanitarian Response 
Information Update 5 Jun 2006 

Emergency assistance for earthquake 

victims in Indonesia: (4) From emer-

gency assistance to rehabilitation and 

reconstruction aid 

Singapore Red Cross sends relief tentages to 

Jogjakarta for distribution to affected vic-

tims of the Central Java earthquake 

Indonesia: IOM delivers medicine and 

hundreds of tons of rice to earthquake 

affected communities in Java 

ACT Situation Report: Java Earth-
quake - Indonesia 04/06 

Indonesia: Earthquake and Mt. Mer-

api Volcano OCHA Situation Report 
No. 12 

Communities lead efforts to rebuild 
homes in Indonesia 

AMDA multi-national medical mis-
sion for Java Indonesia earthquake: 

Bulletin VI 

Emergency team ends its work in In-

donesia 

Hand-over ceremony of emergency 
grant aid assistance material for the 

earthquake disaster in Central Java, 

Republic of Indonesia 

Indonesia Earthquake: UK Govern-
ment Department for International 
Development Humanitarian Response 
Information Update 9 Jun 2006 

The damage from the May 27 earth-
quake in Yogyakarta and Central Java 

is much greater than earlier thought. 

United Nations Office for the 

Coordination of Humanitar-
ian Affairs (OCHA) 

United Kingdom Department 
for International Develop-
ment (DFID) 

Japan International 

tion Agency (JICA) 

Coo pera-

Singapore Red Cross (SRO 

International Organization for 

Migration (IOM) 

Action by Churches Together 
International (ACT) 

United Nations Office for the 

Coordination of Humanitar-
ian Affairs (OCHA) 

Plan 

Association of Medical Doc-
tors of Asia (AMDA) 

Japan International Coopera-

tion Agency (JICA) 

Government of Japan 

United Kingdom Department 
for International Develop-
ment (DFID) 

The World Bank Group 
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11- Jun-06 

12- Jun-06 

12- Jun-06 

13- Jun-06 

13- Jun-06 

13- Jun-06 

13- Jun-06 

14- Jun-06 

14- Jun-06 

19- Jun-06 

US military ending quake relief mis-

sion in Indonesia 

Indonesia: Earthquake and Mt. Mer-

api Volcano OCHA Situation Report 
No. 13 

ADRA expands aid to thousands in 
quake-affected Indonesia 

AMDA multi-national medical mis-
sion for Java Indonesia earthquake: 

Bulletin VII 

Indonesia set to ask major donors for 

quake help 

Earthquake Disaster in Central Java, 

Republic of Indonesia: End of Japan 

Disaster Relief Medical Team (Self 
Defense Forces Unit) activities 

RI continues to meet the changing 
needs of earthquake survivors 

Donors promise 5.4 bln USD for In-
donesia in 2006 

CGI supports Indonesia's medium 
term development and reconstruction 
of disaster areas 

AMDA multi-national medical mis-
sion for Java Indonesia earthquake: 

Bulletin VIIIAS of 06/18, remaining 

AMDA multinational medical staff in 

Java completed the emergency work, 
which had started on 05/27 immediate-

ly after the earthquake. Toward the 

end of the final week, the AMDA 
teams in the three locations (in Yog~ya-

karta and Solo) confirmed that the 

primary emergency phase for medical 

relief was through, and they were 
engaged in some precautionary mea-
sures such as vaccinations and techni-

cal guidance for hospital staff on 
infection control and wound. 

Agence France-Presse (AFP) 

Adventist Development and 
Relief Agency International 

(ADRA) 

United Nations Office for the 

Coordination of Humanitar-
ian Affairs (OCHA) 

Association 

tors of Asia 

of Medical 

(AMDA) 
Doc-

Agence France-Presse (AFP) 

Government of Japan 

Relief International (RD 

Xinhua News Agency 

Government of Indonesia 

Association 

tors of Asia 

of Medical 

(AMDA) 
Doc-
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ジャワ島中部地震災害支援からみえてくるもの

20－Jun－06
Indonesia：Yogyakarta　Earthquake
Fact　Sheet　No．2

International　Federation　of
Red　Cross　And　Red　Crescent

Societies（IFRC）

22－Jun－06
Japan　disaster　relief　team：Training

program　begins　in　Kobe

Japan　International　CooPera－

tion　Agency（JICA）

27－Jun－06

29－Jun－06

Indonesia　earthquake：Hospitals　no

Ionger　crowded　but　medical　needs

remaln

Indonesia：Earthquake　and　Mt．Mer・

api　Volcano　OCHA　Situation　Report

No。16

International　Federation　of

Red　Cross　And　Red　Crescent

Societies（IFRC）

United　Nations　Office　for　the

Coordination　of　Humanitar－
ian　Affairs（OCHA）

日
本
政
府
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
、
災
害
支
援
内
容
に
関
連
し
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

財
政
的
な
支
援
、
医
師
や
看
護
士
に
よ
る
医
療
支
援
、
自
衛
隊
に
よ
る
支
援
活
動
な
ど
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
兵
庫
県
の
み
が
、
地
方
自
治
体
と
し
て
英
語
に
て
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
を
実
施
し

た
。　

第
三
に
、
日
本
国
際
協
力
事
業
団
（
J
I
C
A
）
の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
で
は
、
災
害
支
援

に
関
わ
る
日
本
政
府
の
動
向
に
も
触
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
五
月
三
一
日
に
は
ジ
ョ
ク
ジ

ャ
カ
ル
タ
州
知
事
を
招
い
た
日
本
大
使
館
主
催
の
式
典
の
模
様
、
渡
辺
喜
美
ら
自
民
党
政
治

家
と
自
衛
隊
の
先
遣
部
隊
に
よ
る
医
療
支
援
チ
ー
ム
訪
問
の
模
様
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
第
四
に
、
日
本
の
広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、
政
府
「
公
報
」
、
J
I
C
A
「
公
報
」
が
あ

る
。
そ
れ
ら
は
「
公
報
」
で
あ
る
た
め
に
、
社
会
へ
の
浸
透
を
念
頭
に
お
く
「
広
報
」
的
な

役
割
を
は
た
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
公
報
」
の
中
身
を
検
討
す
れ
ば
わ

か
る
。

　
国
　
海
外
通
信
社
に
よ
る
日
本
の
支
援
活
動
に
対
す
る
評
価

　
つ
ぎ
に
、
リ
リ
ー
フ
ウ
ェ
ブ
で
海
外
通
信
社
と
し
て
登
場
す
る
の
は
、
主
と
し
て
フ
ラ
ン

ス
通
信
社
の
A
F
P
（
＞
鵯
糞
。
即
き
8
－
零
8
ω
①
）
で
あ
る
。
記
事
で
は
、
医
療
支
援
、
財

政
支
援
、
自
衛
隊
に
よ
る
支
援
活
動
が
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
財
政
支
援
に
つ
い

て
は
、
日
本
の
支
援
額
が
最
大
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
が
最
大
の

13
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援
助
国
だ
と
い
う
報
道
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
日
本
の
援
助
で
は
、
財
政
的
な
支
援
と
並
ん
で
、
自
衛
隊
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
が
主
と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
報
道
で

は
、
．
↓
8
0
冨
、
、
と
い
う
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
そ
れ
だ
け
目
に
す
る
と
軍
事
的
な
戦
闘
機
能
を
備
え
た
「
軍
隊
」
や

「
部
隊
」
の
派
遣
で
あ
る
と
日
本
の
読
者
に
は
誤
解
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
が
、
内
容
的
に
は
自
衛
隊
（
軍
隊
）
の
医
療
チ
ー
ム
の

派
遣
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
特
に
批
判
し
た
り
、
警
戒
し
た
り
す
る
内
容
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
他
国
の
軍
隊
派
遣
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

つ
い
て
も
同
様
で
、
実
体
と
し
て
は
医
療
チ
ー
ム
の
派
遣
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
は
対
照
的
に
、
日
本
政
府
の
広
報
で
は
主
た
る
役
割
を
は
た
す
J
I
C
A
の
活
動
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

　
以
上
よ
り
、
日
本
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
政
府
広
報
と
海
外
通
信
社
と
も
に
、
医
療
支
援
と
財
政
支
援
の
面
が
突
出
し
て
い
る
。

災
害
支
援
の
緊
急
性
と
中
・
長
期
的
な
体
制
の
両
面
が
ふ
く
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

14

三
　
海
外
か
ら
の
災
害
支
援
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
こ
こ
で
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
六
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・
イ
ン
ド
洋
大
津
波
以
降
の
災
害
支
援
と
そ
れ
を
め
ぐ

る
報
道
や
問
題
を
振
り
返
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
と
き
の
経
験
が
、
今
回
の
ジ
ャ
ワ
中
部
地
震
の
支
援
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
受
け
止
め
方
を
規
定
し
て
い
る
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
海
外
軍
隊
の
受
け
入
れ
、
②
援
助
に
関
す
る
懐

疑
心
で
あ
る
。

　
第
一
に
、
海
外
軍
隊
の
派
遣
で
あ
る
。
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
・
イ
ン
ド
洋
大
津
波
の
際
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
は
海
外
か
ら
大
量
の

災
害
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。
主
権
の
問
題
を
脅
か
し
か
ね
な
い
軍
艦
が
豪
・
米
・
仏
・
日
な
ど
か
ら
派
遣
さ
れ
た
。



ジャワ島中部地震災害支援からみえてくるもの

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
要
英
字
紙
で
あ
る
『
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ポ
ス
ト
』
紙
（
S
ミ
～
轟
ミ
ミ
、
毫
）
で
は
、
外
国
の
援
助
に
関
す
る

攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
一
月
一
三
日
の
読
者
欄
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
滞
在
経
験
の
あ
る
米
国
人
か
ら
の
「
ア
メ

リ
カ
の
援
助
が
軽
視
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う
投
書
が
載
っ
た
。
同
日
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
在
住
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
か
ら
「
外
国
の

援
助
と
そ
の
動
機
」
と
題
す
る
投
書
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
外
国
の
軍
隊
が
ア
チ
ェ
の
分
離
独
立
派
（
自
由
ア
チ
ェ
運
動
、
G
A
M
）
へ

武
器
を
供
与
す
る
な
ど
の
援
助
も
お
こ
な
っ
て
い
る
と
い
う
批
判
が
あ
る
。

　
じ
つ
は
一
月
一
三
日
と
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
が
、
ア
チ
ェ
州
入
り
し
て
い
る
軍
・
政
府
関
係
、
N
G
O
、
報
道
と
い
っ
た
海

外
か
ら
の
支
援
活
動
を
制
限
す
る
旨
の
発
表
を
し
た
日
で
も
あ
る
。
同
日
、
内
務
相
は
、
外
国
軍
の
駐
留
は
三
ヶ
月
以
内
で
充
分
で

あ
る
と
発
言
し
、
同
様
の
発
言
は
有
力
な
国
会
議
員
の
み
な
ら
ず
、
翌
一
四
日
に
は
被
災
地
を
視
察
し
た
ユ
ス
フ
・
カ
ラ
（
K
霧
亀

内
毘
㊤
）
副
大
統
領
の
口
か
ら
も
繰
り
だ
さ
れ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
か
ら
の
軍
隊
派
遣
に
つ
い
て
は
一
月
↓
四
日
の
『
コ
ン
パ
ス
』
紙
（
映
。
ミ
ミ
。
・
）
に
記
事
が
あ
る
。
同
日
、
護

衛
艦
「
く
ら
ま
」
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は
．
．
囚
巷
巴
零
轟
お
、
．
と
あ
り
、
軍
艦
を
意
味
す
る
）
が
佐
世
保
港
を
出
発
し
た
模
様
を
伝
え

　
　
　
　
（
1
2
）

る
記
事
で
あ
る
。
自
衛
隊
の
先
遣
隊
は
一
月
一
六
日
に
現
地
入
り
し
た
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ポ
ス
ト
』
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
版
が
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
の
配
信
記
事
と
し
て
同
日
伝
え
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
の
部
隊
（
鼠
B
幕
器
賃
8
冨
）
が
復

興
活
動
に
従
事
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
到
着
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
、
『
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ポ
ス
ト
』
は
、
一

月
二
四
日
、
二
六
日
、
二
七
日
と
立
て
続
け
に
自
衛
隊
の
到
着
、
活
動
に
関
す
る
ベ
タ
記
事
を
載
せ
て
い
る
。

　
本
稿
と
の
関
係
で
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
の
配
信
記
事
の
内
容
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
日
本
の
平
和
主
義
憲

法
に
触
れ
、
地
域
的
な
軍
事
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
か
っ
た
こ
と
と
し
な
が
ら
も
、
憲
法
の
制
限
を
拡
大
解
釈
し
な
が
ら
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
へ
の
道
を
開
い
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。
過
去
の
日
本
に
よ
る
実
績
と
し
て
、
二
〇
〇
二
年
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
は
国
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

平
和
維
持
活
動
に
自
衛
隊
を
派
遣
し
、
イ
ラ
ク
再
建
の
た
め
に
も
五
五
〇
名
ほ
ど
の
部
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
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以
上
か
ら
、
自
衛
隊
の
派
遣
に
つ
い
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
側
に
ア
レ
ル
ギ
ー
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
自
衛
隊
も
他
国
の
軍

隊
と
同
列
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
支
援
と
い
う
名
目
で
の
海
外
部
隊
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
と
き
に
免

疫
を
作
る
前
例
と
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
災
害
支
援
で
派
遣
さ
れ
る
部
隊
と
は
そ
の
医
療
チ
ー
ム
が
主
体
と
な
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
ジ
ャ
ワ
中
部
地
震
の
際
も
、
自
衛
隊
の
み
な
ら
ず
他
国
の
部
隊
（
H
医
療
チ
ー
ム
）
派
遣
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
の
レ
ベ
ル
で
は
す
ん
な
り
と
承
認
さ
れ
た
。

　
第
二
に
、
政
府
レ
ベ
ル
の
決
定
と
は
異
な
る
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
に
お
け
る
海
外
か
ら
の
支
援
に
対
す
る
懐
疑
心
の
浮
上
で
あ

る
。
契
機
は
、
二
〇
〇
五
年
一
月
一
三
日
付
の
『
ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
』
（
S
壽
§
。
。
ミ
§
賢
§
、
8
妹
）
紙
の
記
事
に
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
・
ヘ
ル
プ
（
≦
9
匡
＝
。
互
と
い
う
N
G
O
団
体
（
本
部
”
米
国
バ
ー
ジ
ニ
ァ
州
）
が
、
孤
児
と
な
っ
た
子
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
H
）

た
ち
三
〇
〇
人
を
引
き
受
け
、
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ
い
て
養
育
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
の
報
道
に
対
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
メ
デ
ィ
ア
は
過
敏
に
反
応
し
た
。
一
月
一
七
日
、
ド
ゥ
テ
ィ
ク
・
ド
ッ
ト
・
コ
ム
（
号
鼻
。
8
ヨ
、
近
代
主
義
派
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体

系
報
道
メ
デ
ィ
ア
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
、
「
政
府
は
ワ
ー
ル
ド
・
ヘ
ル
プ
を
阻
止
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
た
」
と
い
う
イ
ス
ラ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

ム
団
体
の
抗
議
を
載
せ
た
。
他
方
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
団
体
は
ワ
ー
ル
ド
・
ヘ
ル
プ
と
の
関
係
性
を
否
定
す
る
。
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

件
に
関
し
て
は
、
政
府
は
早
急
な
幕
引
き
を
図
っ
た
。
外
務
大
臣
が
無
闇
に
騒
ぎ
立
て
な
い
よ
う
釘
を
刺
し
、
ス
シ
ロ
・
バ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

ン
・
ユ
ド
ヨ
ノ
（
ω
霧
ぎ
田
ヨ
富
轟
K
＆
ぎ
ぢ
コ
o
）
大
統
領
は
掲
載
に
関
す
る
調
査
を
要
請
、
警
察
は
ワ
ー
ル
ド
・
ヘ
ル
プ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

る
「
人
身
売
買
・
誘
拐
事
件
」
の
事
実
は
な
い
と
結
論
を
だ
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
の
怒
り
は
収
ま
ら
な
い
。
一
月
二
九
日
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
ク
ア
ラ
・
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
会
議
機
構
（
O
I
C
）
で
は
、
「
津
波
被
災
自
動
救
済
の
た
め
の
O
I
C
連
合
」
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

「
外
国
の
違
法
な
勢
力
」
か
ら
孤
児
た
ち
を
保
護
し
養
育
す
る
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
会
議
を
受
け
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

ア
・
ウ
ラ
マ
ー
協
会
（
M
U
I
）
は
、
政
府
に
対
し
て
徹
底
調
査
を
す
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。
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以
上
か
ら
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
の
な
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
会
や
欧
米
に
基
盤
を
お
く
キ
リ
ス
ト
教
系
N
G
O
に
対
す
る
懐
疑
心

が
生
ま
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
た
ん
に
キ
リ
ス
ト
教
系
の
団
体
に
か
ぎ
ら
ず
、
海
外
か
ら
の
援
助
活
動
全
般
に
関
す
る
疑
念

へ
と
発
展
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
た
。

　
こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
支
援
活
動
に
対
す
る
懐
疑
心
は
、
ジ
ャ
ワ
中
部
地
震
を
め
ぐ
っ
て
も
顕
在
化
し
た
。
契
機
は
、
二
〇
〇
六

年
五
月
三
〇
日
付
の
『
コ
ン
パ
ス
』
投
書
欄
に
掲
載
さ
れ
た
、
「
海
外
援
助
に
警
戒
せ
よ
」
と
い
う
記
事
で
あ
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
装
っ
た
ス
パ
イ
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
と
警
告
を
発
し
、
医
療
の
領
域
で
の
支
援
は
必
要
な
い
と
ま
で
主
張
し

　
（
2
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
る
形
で
、
ユ
ス
フ
・
カ
ラ
副
大
統
領
は
、
「
海
外
か
ら
の
医
療
チ
ー
ム
を
こ
れ
以
上
受
け
入
れ
る
必
要
は
な

　
　
　
　
　
（
2
4
）

い
」
と
言
明
し
た
。
そ
こ
で
、
医
療
部
門
で
は
な
く
、
住
居
復
興
支
援
が
望
ま
し
い
と
も
述
べ
、
物
質
的
な
支
援
の
遅
延
が
な
い
こ

と
を
望
む
と
し
て
い
る
。
同
様
の
趣
旨
の
発
言
は
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
知
事
の
ス
リ
・
ス
ル
タ
ン
・
ハ
メ
ン
ク
ブ
ウ
ォ
ノ

（
ω
ユ
ω
巳
け
窪
＝
鋤
ヨ
窪
ざ
薯
≦
0
8
）
か
ら
も
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
事
態
は
過
ぎ
た
の
で
、
具
体
的
な
復
興
へ
向
け
た
作
業
と
物
質
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

支
援
の
充
実
を
望
む
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
海
外
支
援
活
動
を
め
ぐ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
の
懐
疑
心
が
少
な
か

ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
か
ら
明
確
な
よ
う
に
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
は
海
外
か
ら
の
援
助
を
受
け
入
れ
る
だ
け

で
は
な
く
、
軍
隊
に
よ
る
援
助
の
受
容
に
対
し
て
も
問
題
視
す
る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
外
国
部
隊
（
H
医
療
チ
ー
ム
）
の
駐
留

に
つ
い
て
は
、
三
ヶ
月
と
い
う
期
限
を
設
け
る
傾
向
が
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
府
お
よ
び
社
会
に
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
を
中
心
と
し
て
、
欧
米
系
の
援
助
団
体
の
活
動
に
は
懐
疑
心
を
も
っ
て
い
る
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
そ
れ
が
、

緊
急
救
済
援
助
と
し
て
の
医
療
活
動
に
つ
い
て
は
時
間
的
な
限
定
を
設
け
つ
つ
も
、
復
興
支
援
と
資
金
的
支
援
に
つ
い
て
は
継
続
性

を
要
請
す
る
と
い
う
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
態
度
に
表
れ
て
い
る
。

17



法学研究81巻3号（2008：3）

四
　
災
害
支
援
活
動
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
報
道

　
二
〇
〇
六
年
ジ
ャ
ワ
島
中
部
地
震
災
害
支
援
を
め
ぐ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
報
道
を
検
証
す
る
に
際
し
て
、
今
回
の
調
査
で
は
、

主
要
紙
『
コ
ン
パ
ス
』
、
『
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ポ
ス
ト
』
、
『
ラ
ク
ヤ
ッ
ト
・
ム
ル
デ
カ
』
（
肉
霜
ξ
ミ
ミ
偽
ミ
軸
ぎ
）
お
よ
び
主
要
雑
誌
『
テ

ン
ポ
』
（
8
鳴
ミ
恕
）
を
利
用
し
た
。
中
部
ジ
ャ
ワ
の
主
要
紙
で
あ
る
『
ラ
ク
ヤ
ッ
ト
・
ム
ル
デ
カ
』
を
除
く
と
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
発
行
さ
れ
て
い
る
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア
ク
セ
ス
頻
度
も
多
い
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
に
は
政
治
的
な
左
右
と
い
う
軸
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
差
異
は
な
く
、
差
異
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
イ
ス
ラ

ー
ム
に
対
す
る
距
離
の
取
り
方
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
系
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
み
る
と
、
『
コ
ン
パ
ス
』
や
『
ス
ア

ラ
・
プ
ン
バ
ル
ア
ン
』
（
讐
ミ
貸
ミ
ミ
ぴ
ミ
ミ
§
）
は
キ
リ
ス
ト
教
系
紙
と
み
な
さ
れ
る
が
、
後
者
に
し
て
も
ム
ス
リ
ム
読
者
を
無
視

し
た
記
事
構
成
を
し
な
い
し
、
そ
れ
は
で
き
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
取
り
あ
げ
る
主
要
紙
・
誌
は
、
「
国
際
」
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

な
出
来
事
に
関
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
メ
デ
ィ
ア
の
ほ
ぽ
共
通
し
た
論
調
を
探
る
に
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
さ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
紙
が
日
本
の
支
援
活
動
に
つ
い
て
特
別
に
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
以
下
に
あ
げ
る
二
〇
〇
六
年
六
月

八
日
と
同
月
一
〇
日
の
記
事
に
し
て
も
、
他
国
や
他
機
関
の
活
動
を
紹
介
す
る
記
事
の
一
部
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。

特
徴
的
な
の
は
、
日
本
の
公
報
で
は
医
療
支
援
活
動
が
中
心
的
に
取
り
あ
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
報
道
で
は
本
来

日
本
が
主
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
る
は
ず
の
医
療
支
援
活
動
で
す
ら
強
調
さ
れ
る
こ
と
は
き
わ
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
の
点
を
本
稿

で
間
題
と
し
て
取
り
あ
げ
る
の
は
、
論
理
的
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
ー
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
い

う
宗
教
的
な
要
素
に
基
づ
く
反
欧
米
感
情
の
存
在
を
勘
案
す
る
と
、
そ
の
要
素
が
少
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ

て
の
最
大
の
援
助
国
で
あ
る
日
本
の
支
援
活
動
に
関
す
る
評
価
は
相
応
に
存
在
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

現
実
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
で
は
日
本
の
支
援
活
動
に
関
す
る
言
及
の
少
な
さ
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。

18



ジャワ島中部地震災害支援からみえてくるもの

　
た
と
え
ば
、
六
月
八
日
の
『
ラ
ク
ヤ
ッ
ト
・
ム
ル
デ
カ
』
で
は
、
「
新
し
い
病
院
が
建
つ
」
と
い
う
記
事
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
主
と
し
て
ア
ラ
ブ
首
長
国
連
合
か
ら
派
遣
さ
れ
た
赤
新
月
社
に
夜
被
災
地
で
の
病
院
建
設
活
動
が
報
道
さ
れ
、
そ
の
後
に
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

け
足
し
的
に
自
衛
隊
の
医
療
チ
ー
ム
派
遣
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
六
月
一
〇
日
の
『
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ポ
ス

ト
』
は
、
「
地
震
被
災
者
に
対
す
る
海
外
援
助
増
加
」
と
題
す
る
記
事
の
な
か
で
、
英
国
、
カ
ナ
ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ア
ラ
ブ
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

長
国
連
合
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
触
れ
た
後
、
日
本
は
記
事
の
最
後
に
申
し
訳
程
度
に
短
く
触
れ
る
に
と
ど
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

　
き
わ
め
つ
け
は
、
『
テ
ン
ポ
』
（
六
月
六
ー
一
二
日
号
）
で
あ
る
。
「
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
の
S
O
S
に
対
す
る
世
界
の
反
応
」
と
い
う
ジ
ャ

ワ
中
部
地
震
に
関
す
る
特
集
記
事
が
組
ま
れ
た
。
そ
こ
で
は
日
本
に
関
す
る
言
及
が
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、
記
事
の
主

体
は
「
主
要
な
」
海
外
政
府
や
援
助
機
関
・
N
G
O
と
な
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
り
、
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
W
F
P
）
や
世
界
保
健
機
関
（
W
H
O
）
と
い
う
国
連
機
関
の
他
に
は
、

セ
ー
ブ
・
ザ
・
チ
ル
ド
レ
ン
・
U
K
（
ω
麩
。
9
Φ
〇
三
3
窪
q
内
）
、
米
国
国
際
開
発
庁
（
U
S
A
I
D
）
な
ど
の
「
欧
米
」
N
G
O

お
よ
び
政
府
機
関
、
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
（
A
D
B
）
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣
し
た
国
と
し
て
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
中
国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
災
地
で
の
医
療
チ
ー
ム
の
活
躍
は
日
本
が

大
々
的
に
日
本
国
内
向
け
に
広
報
し
て
い
る
領
域
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
報
道
で
は
日
本
は
無
視
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
地
震
か
ら
二
週
間
以
上
が
経
過
し
た
六
月
一
四
日
以
降
、
日
本
に
関
す
る
報
道
量
が
増
加
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
対
す
る
日
本
の
「
通
常
」
援
助
と
そ
の
増
額
に
関
す
る
報
道
が
増
え
た
の
で
あ
る
。
六
月
一
四
日
付
の
『
ラ
ク
ヤ
ッ
ト
・
ム
ル

デ
カ
』
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
援
助
国
会
議
（
I
G
G
I
）
を
と
お
し
て
の
日
本
の
増
資
に
関
す
る
記
事
と
し
て
、
「
日
本
は
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

八
米
ド
ル
を
追
加
増
資
す
る
予
定
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
六
月
一
五
日
付
『
ジ
ャ
カ
ル
タ
・
ポ
ス
ト
』
に
は
、
「
三
隻
の
パ
ト
ロ
ー
ル

船
建
設
の
た
め
に
日
本
は
一
六
・
八
万
ド
ル
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
」
と
題
す
る
記
事
が
載
り
、
そ
こ
で
は
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
海
賊
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
31
）

の
た
め
の
政
府
開
発
援
助
（
O
D
A
）
の
支
給
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
六
月
二
二
日
に
は
『
ジ
ャ
カ
ル
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タ
・
ポ
ス
ト
』
が
、
「
日
本
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ヘ
一
七
・
二
四
万
ド
ル
を
借
款
」
、
「
日
本
は
O
D
A
要
件
に
関
す
る
再
交
渉
に
応
じ

る
」
、
「
七
・
二
兆
ル
ピ
ア
の
借
款
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本
か
ら
受
け
る
予
定
」
と
い
う
三
つ
の
記
事
を
掲
載
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

に
対
す
る
日
本
の
「
寛
大
な
」
増
資
と
そ
の
態
度
が
報
道
さ
れ
て
い
る
。

　
対
照
的
な
の
は
、
米
国
の
支
援
活
動
に
関
す
る
報
道
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
主
要
紙
で
あ
る
『
コ
ン
パ
ス
』
と
『
ジ
ャ
カ
ル

タ
・
ポ
ス
ト
』
を
中
心
に
頻
繁
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
米
国
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
反
映
し
て
い
る
だ

け
で
は
な
く
、
「
ス
パ
イ
」
活
動
や
キ
リ
ス
ト
教
普
及
活
動
を
危
惧
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
勢
力
に
対
す
る
配
慮
と
い
う
一
面
も
有
す
る

と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
露
出
の
高
さ
は
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
米
国
に
よ
る
広
報
外
交
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ

ロ
マ
シ
ー
）
の
存
在
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

　
こ
う
し
た
米
国
の
広
報
外
交
と
比
較
す
る
と
、
日
本
の
広
報
外
交
の
微
力
さ
が
際
だ
つ
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
と
は
、

相
手
国
の
政
府
に
働
き
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
レ
ベ
ル
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
認
識
に
基
づ
い

て
お
こ
な
わ
れ
る
政
府
の
外
交
活
動
、
政
策
広
報
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
不
特
定
多
数
の
国
家
お
よ
び
国
民
・
世
論
に
対
す
る
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
34
）

き
か
け
で
は
な
く
、
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
対
す
る
働
き
か
け
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
も
ち
ろ
ん
日
本
が
自
国
の
支
援
を
め
ぐ
る
広
報
を
ま
っ
た
く
実
施
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
の
際
に
は
、

「
日
本
が
精
神
不
安
を
抱
え
る
被
災
者
に
対
す
る
援
助
を
お
こ
な
う
」
と
い
う
記
事
が
二
〇
〇
五
年
一
月
二
七
日
の
『
コ
ン
パ
ス
』

　
　
　
　
（
3
5
）

に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
在
ジ
ャ
カ
ル
タ
日
本
大
使
館
が
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
日
本
政
府
に

よ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
広
報
活
動
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
二
〇
〇
六
年
ジ
ャ

ワ
中
部
地
震
の
際
に
は
こ
う
し
た
広
報
が
顕
在
化
し
て
は
い
な
い
。
結
果
と
し
て
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
に
日
本
の
支
援
活
動
が
報
道
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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五
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
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前
節
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
地
震
支
援
活
動
に
関
す
る
報
道
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
少
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
お
け
る
既
存
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
が
関
係
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
報
道
を
と
お
し
て
み
え
て
く
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
は
つ

ぎ
の
よ
う
に
な
る
。
な
に
よ
り
も
、
日
本
は
ア
ジ
ア
で
の
経
済
大
国
で
あ
る
。
そ
の
前
提
に
立
っ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
と
っ
て
の

日
本
は
、
経
済
援
助
を
（
当
た
り
前
の
よ
う
に
）
や
っ
て
く
れ
る
国
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
以
来
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
最
大
の
経

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

済
援
助
国
は
日
本
で
あ
る
。
同
時
に
、
日
本
の
報
道
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
日
本
に
と
っ
て
資
源
供
給
国
と
し
て
重
要
で
あ
る
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

に
、
積
極
的
に
援
助
を
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
節
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
特
徴
を
整
理
し
、

そ
こ
か
ら
み
え
て
く
る
地
震
支
援
報
道
で
影
が
薄
く
な
る
日
本
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
グ
ラ
フ
「
日
本
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る
分
野
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
」
は
、
外
務
省
が
一
九
七
八
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
の
あ
い
だ
、

五
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
対
日
世
論
調
査
」
か
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
該
当
す
る
部
分
を
抽
出
し
て
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
デ
ー
タ
は
、
「
あ
な
た
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
国
」
で
日
本
を
選
択
し
た
回
答
者
に
対
し
、
「
日
本
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い

る
分
野
」
を
複
数
回
答
で
答
え
た
結
果
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
明
確
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
七
八
年
か
ら
の
一
五
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
、
平
均
八
割
強
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
日
本

と
し
て
「
日
本
製
品
」
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
つ
ぎ
に
く
る
の
が
、
「
科
学
技
術
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
製
品
」
と
「
技
術
」

と
い
う
の
が
、
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
骨
格
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
経
済
大
国
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
皮
肉
に
も
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
か
ら
外
務
省
が
開
始
し
た
、
広
報
外
交
や
文
化
事
業
の
「
成
果
」
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
同
時
に
、
本
グ
ラ
フ
か
ら
は
、
日
本
の
「
経
済
協
力
」
に
対
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
印
象
の
薄
さ
が
浮
き
彫
り
と
な

っ
て
い
る
。
日
本
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
最
大
の
援
助
国
の
一
つ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
日
本
の
経
済
協
力
は
イ
ン
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図　日本についてよく知っている分野（インドネシア）
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ド
ネ
シ
ア
人
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
な
か
で
は
影
が
薄
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
関
心
の
主
体
は
、
製
品
や
技
術
と
い
う
、
あ
る
意
味
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
日
常
生
活
に
身
近
な
要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
一
九
八
○
年
代
後
半
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
G
D
P
が
年
率
七
％
と
い
う
高
度
経
済
成
長
を
記
録
し
た
。
国
民
全
体
の

所
得
は
急
速
に
上
昇
し
、
人
口
増
加
率
を
差
し
引
い
て
も
、
国
民
一
人
あ
た
り
の
所
得
は
、
二
〇
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
で
三
～
四
倍
と

い
う
ぺ
ー
ス
で
増
加
し
た
。
経
済
成
長
に
よ
り
、
都
市
中
間
層
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
新
し
く
便
利
な
商
品
が
社
会
に
普
及
し

た
時
期
に
重
な
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
も
と
よ
り
化
粧
品
か
ら
電
化
製
品
は
一
新
さ
れ
、
自
家
用
車
、
携
帯
電
話
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
衛
星
放
送
の
受
信
可
能
な
テ
レ
ビ
な
ど
は
、
都
市
中
間
層
の
必
需
品
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
日
本
「
製
品
」
が
日
常
生
活
で

身
近
に
な
っ
た
。
日
本
製
品
そ
の
も
の
は
一
九
六
〇
年
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
の
、
当
時
は
高
嶺
の
花
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、

一
九
八
O
年
代
以
降
は
モ
ノ
と
住
民
と
の
距
離
感
が
狭
ま
っ
た
。
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
と
い
う
大
衆
文
化
を
消
費
す
る
社
会
が
登
場
し

た
。
市
場
を
媒
介
に
し
て
、
日
本
の
経
済
的
存
在
感
が
日
常
生
活
に
埋
め
込
ま
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
ま
た
、
一
九
八
○
年
代
後
半
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
メ
デ
ィ
ア
は
日
本
の
経
済
動
向
を
注
視
す
る
よ
う
に
な
る
。
実
際
、
過

去
二
〇
年
間
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
主
要
紙
の
社
説
で
は
、
関
心
の
中
心
に
は
つ
ね
に
日
本
経
済
が
置
か
れ
て
い
る
。
一
九
八
○
年

代
後
半
か
ら
は
、
日
本
に
対
し
て
経
済
大
国
と
し
て
一
層
の
国
際
貢
献
が
求
め
ら
れ
た
。
と
は
い
え
、
期
待
さ
れ
る
日
本
イ
メ
ー
ジ

は
、
時
期
や
分
野
に
よ
っ
て
異
な
る
。
経
済
面
で
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
日
本
経
済
の
低
迷
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
経
済

に
対
す
る
期
待
度
は
高
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
特
に
、
ア
ジ
ア
通
貨
・
金
融
危
機
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア
地
域
全
体
の
経
済
が
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
再
び
日
本
が
ア
ジ
ア
の
成
長
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
が
あ

っ
た
た
め
に
、
小
泉
純
一
郎
政
権
の
断
行
し
た
構
造
改
革
に
は
、
ア
ジ
ア
諸
国
は
大
い
な
る
期
待
を
表
明
し
た
。

　
他
方
で
、
政
治
・
安
全
保
障
分
野
で
は
、
日
本
に
対
す
る
期
待
は
明
確
で
は
な
い
。
一
九
九
〇
年
の
湾
岸
危
機
時
、
『
ス
ト
レ
ー

ツ
・
タ
イ
ム
ズ
』
（
↓
冨
望
邑
富
目
日
①
ω
）
の
社
説
は
、
「
湾
岸
危
機
を
解
決
す
る
た
め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
取
組
の
な
か
で
、
日
本
が
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速
や
か
に
行
動
し
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
」
と
書
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
日
本
の
積
極
的
な
貢
献
を

求
め
た
。
同
時
に
、
自
衛
隊
の
国
際
派
遣
に
関
し
て
は
、
憲
法
九
条
が
ネ
ッ
ク
で
あ
る
点
も
熟
知
し
て
い
た
。
社
説
で
は
憲
法
九
条

擁
護
論
が
主
流
を
占
め
る
。
憲
法
間
題
は
日
本
的
な
国
内
間
題
で
あ
る
点
を
認
め
、
時
に
国
際
貢
献
と
い
う
目
的
が
霞
む
こ
と
に
も

言
及
し
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
中
国
が
ア
ジ
ア
の
大
国
と
し
て
台
頭
し
は
じ
め
る
と
、
論
調
は
変
化
す
る
。
こ
の

こ
ろ
に
な
る
と
、
日
本
の
国
際
貢
献
よ
り
も
、
む
し
ろ
中
国
の
台
頭
を
受
け
て
、
日
中
関
係
の
安
定
が
地
域
の
安
定
と
繁
栄
に
つ
な

が
る
と
い
う
論
調
が
主
流
と
な
る
。
ア
ジ
ア
の
大
国
日
本
に
対
す
る
期
待
は
、
地
域
秩
序
の
形
成
と
繁
栄
に
向
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
提
供
し
う
る
安
全
保
障
と
は
日
本
の
経
済
力
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
さ
に
経
済
力
は

日
本
の
ハ
ー
ド
・
パ
ワ
ー
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
日
本
に
対
す
る
期
待
は
小
さ
く
な
く
、
期
待
が
大
き
い
分
、
そ
れ
に
見
合
っ

た
行
動
が
と
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
不
満
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
ふ
く
む
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
「
経
済
大
国
」
、
「
技
術
大
国
」
、
「
援
助
大
国
」
日
本
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
定

着
し
て
い
る
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
日
本
が
「
政
治
大
国
」
、
「
軍
事
大
国
」
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
自
衛
隊
派
遣
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

し
て
歴
史
問
題
を
も
ち
だ
す
こ
と
は
な
く
、
そ
の
受
け
入
れ
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
間
題
は
日
本
が
「
大
国
」
と
し
て

の
行
動
を
と
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
ア
ジ
ア
の
国
民
や
メ
デ
ィ
ア
に
認
知
さ
れ
に
く
い
現
状
に
あ
る
。
そ
の
典
型
例
と
し
て
、
本
稿

で
取
り
あ
げ
た
災
害
支
援
が
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
は
、
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
「
当
然
」
支
援

の
手
を
さ
し
の
べ
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
の
大
国
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
支
援
活
動
そ
の
も
の
は

「
当
然
」
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
こ
と
さ
ら
日
本
の
支
援
活

動
を
メ
デ
ィ
ア
が
報
道
す
る
こ
と
は
な
い
。
逆
に
、
こ
の
た
め
に
、
災
害
支
援
を
し
て
い
る
日
本
と
い
う
姿
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国

民
に
全
体
的
に
広
が
る
こ
と
も
少
な
い
と
い
え
る
。
こ
こ
に
日
本
の
広
報
外
交
の
遅
れ
と
弱
さ
を
み
て
と
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で
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日
本
は
ア
ジ
ア
の
「
大
国
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
が
有
す
る
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
源
泉
は
潜
在
的
に
少
な
く
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
が
充
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
を
め
ぐ
る
自
他
イ
メ
ー
ジ
の
ギ
ャ
ッ

　
　
（
4
0
）

プ
が
あ
る
。
ま
た
、
日
本
の
行
動
は
な
に
も
し
な
く
て
も
正
当
に
評
価
さ
れ
る
、
と
い
う
一
種
の
奢
り
が
日
本
に
あ
る
こ
と
も
否
め

な
い
。

　
戦
後
日
本
が
東
南
ア
ジ
ア
と
の
あ
い
だ
に
構
築
し
て
き
た
関
係
の
歴
史
か
ら
、
日
本
に
対
す
る
特
定
の
イ
メ
ー
ジ
は
存
在
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

日
本
が
「
技
術
大
国
」
で
あ
る
点
、
「
災
害
大
国
」
で
あ
る
点
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
も
認
識
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
復
興
支
援
と

対
策
に
関
し
て
日
本
へ
の
期
待
は
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
「
災
害
予
知
学
習
」
と
題
す
る
投
書
が
、
『
コ
ン
パ
ス
』
中
部
ジ
ャ

ワ
・
セ
ク
シ
ョ
ン
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
府
に
災
害
予
知
学
習
の
整
備
の
必
要
性
を
説
き
、
そ
の
た
め
に
は
災
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）

頻
発
国
と
し
て
の
日
本
の
経
験
と
技
術
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
、
と
訴
え
て
い
る
。

　
本
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
報
道
さ
れ
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
偏
り
、
固
定
化
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
裏
を
返
せ
ば
、
日
本
政
府
に

よ
る
広
報
力
の
欠
如
で
あ
る
。
広
報
と
は
、
一
般
に
広
く
知
ら
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
組
織
が
一
般
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
意
見
や
行
動
を
変
え
て
、
組
織
の
意
見
や
立
場
や
姿
勢
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
す
る
行
動
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
、
官

庁
か
ら
国
民
へ
の
公
式
な
知
ら
せ
と
し
て
の
公
報
を
得
意
と
し
て
い
る
が
、
相
手
国
の
国
民
を
対
象
に
し
た
広
報
の
努
力
が
決
定
的

に
欠
け
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
援
助
大
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妥
当
な
評
価
を
得
に
く
い
状
況
が
あ
り
、
被
援
助
国
だ
け

で
は
な
く
、
諸
外
国
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
少
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
「
経
済
大
国
」
を
基
盤
に
し
て
「
技
術
大
国
」
、
「
災
害
大
国
」
と
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い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ア
ジ
ア
に
定
着
し
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
政
府
が
現
地
メ
デ
ィ
ア
に
広
報
す
る
こ
と
で
、
現
地
メ
デ
ィ
ア
を
と

お
し
た
日
本
の
活
動
の
姿
が
被
災
国
の
人
び
と
に
伝
わ
る
。
こ
う
し
た
人
び
と
の
意
識
に
訴
え
か
け
る
よ
う
な
地
道
な
努
力
と
配
慮

お
よ
び
積
極
的
な
広
報
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

　
ア
ジ
ア
の
「
大
国
」
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
、
広
報
な
ど
の
力
の
源
泉
を
顕
在
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
向

上
の
基
本
的
な
要
件
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
他
国
が
正
当
性
を
共
有
で
き
る
政
策
の
実
施
、
人
的
交
流
の
活
性
化
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

の
展
開
、
物
質
的
繁
栄
や
技
術
開
発
と
い
う
魅
力
の
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
戦
略
的
思
考
に
基
づ
い
た
政
策
を

必
要
と
す
る
。
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
向
上
と
は
長
期
的
な
投
資
で
あ
り
、
望
む
結
果
は
い
つ
獲
得
で
き
る
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、

吸
引
力
と
し
て
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
の
向
上
へ
向
け
て
の
地
道
な
努
力
は
、
ア
ジ
ア
の
「
大
国
」
日
本
の
責
務
で
あ
る
。

26

（
1
）
　
本
稿
は
、
二
〇
〇
六
年
度
に
慶
鷹
義
塾
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
と
朝
日
新
聞
社
と
の
共
同
研
究
の
一
環
で
実
施
し

　
た
調
査
に
基
づ
い
て
い
る
。
調
査
お
よ
び
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
昇
亜
美
子
氏
（
日
本
学
術
振
興
会
）
、
高
木
佑
輔
氏
（
慶
磨
義
塾

　
大
学
院
博
士
課
程
）
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。

（
2
）
　
筆
者
の
立
場
と
は
異
な
る
が
、
日
本
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
を
自
衛
隊
の
海
外
支
援
活
動
と
結
び
つ
け
る
言
及
の
例
と
し
て
、
経
済
同

友
会
「
『
世
界
に
お
け
る
日
本
の
使
命
を
考
え
る
委
員
会
』
報
告
書
”
日
本
の
『
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
』
で
『
共
進
化
（
相
互
進
化
）
』
の
実
現

　
を
1
東
ア
ジ
ア
連
携
か
ら
、
世
界
の
繁
栄
に
向
け
て
」
（
二
〇
〇
五
年
二
月
八
日
）
。

（
3
）
と
鴇
喜
ψ
2
冨
）
曽
論
、
も
ミ
ミ
、
S
ミ
ミ
ミ
義
ミ
G
o
ミ
R
。
っ
。
り
き
き
＼
ミ
、
ミ
駐
湧
（
Z
①
ミ
K
9
胃
勺
呂
膏
＞
塊
巴
声
8
9
）
。
な

　
お
、
ナ
イ
の
議
論
の
一
部
を
誇
張
し
た
り
、
誤
解
さ
れ
た
状
態
で
、
日
本
で
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
論
は
展
開
さ
れ
て
い
る
嫌
い
が
あ
る
。

　
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
論
に
関
す
る
理
論
的
な
批
判
と
展
開
に
つ
い
て
は
、
今
野
茂
充
「
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
と
日
本
の
戦
略
」
大
石
裕
・
山
本

信
人
編
『
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
日
本
』
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
一
－
一
七
頁
。

（
4
）
　
本
稿
で
は
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
な
ど
に
並
ぶ
総
合
的
な
意
味
に
お
い
て
、
日
本
を
大
国
と
し
て
と
ら
え
て
は
い
な
い
。

日
本
は
経
済
大
国
で
あ
り
、
技
術
大
国
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
政
治
・
安
全
保
障
の
面
で
の
大
国
と
は
言
い
切
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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そ
の
た
め
本
稿
の
文
脈
で
大
国
と
し
て
の
日
本
に
言
及
す
る
際
に
は
、
限
定
的
な
意
味
合
い
を
も
た
せ
て
「
大
国
」
の
よ
う
に
括
弧
付
き

　
で
表
記
す
る
。

（
5
）
　
た
と
え
ば
、
ω
塁
90
ω
。
ω
三
寅
冨
獣
一
、
、
匂
餌
O
餌
コ
、
ω
ω
o
津
℃
o
薫
R
”
U
o
轟
Φ
B
o
5
0
0
Φ
ω
○
話
お
＄
9
．
．
ぎ
℃
9
震
卜
囚
碧
器
霧
9
ヨ
騨
コ
α

　
日
四
ざ
ω
圧
ω
三
声
一
ω
三
（
a
ω
■
γ
≧
鳴
ミ
ミ
藤
、
o
ミ
ミ
、
～
§
匙
ミ
亀
§
織
』
。
り
貯
（
一
浮
鋤
8
鋤
づ
α
い
o
コ
α
o
員
O
o
ヨ
⑦
＝
¢
巳
＜
R
ω
一
蔓
勺
お
ω
ρ

　
一
〇
S
y
薯
』
認
－
曽
ド
岸
博
幸
「
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
安
全
保
障
」
℃
o
一
一
身
℃
碧
貧
℃
℃
幽
O
O
命
O
O
一
－
脳
”
ω
鼠
旨
o
こ
鼠
冨
コ
O
窪
－

併
R
（
二
〇
〇
四
年
二
月
）
。
9
2
ψ
句
爵
島
臣
ヨ
曽
な
．
鼠
冨
眺
の
ω
o
沖
評
薯
段
、
、
『
日
本
貿
易
会
月
報
』
六
三
九
号
（
二
〇
〇
六
年
七
・

　
八
月
合
併
号
）
一
八
－
二
二
頁
。
Z
一
ω
ω
一
ヨ
国
区
○
鴇
9
ヨ
欝
讐
ロ
な
．
O
o
日
8
二
躍
8
津
8
譲
R
”
匂
碧
き
窃
①
℃
8
三
巽
〇
三
ε
お
言

　
国
錺
叶
鶴
口
亀
ω
o
＝
9
8
ω
併
＞
ω
昼
．
．
～
ミ
魅
ミ
ミ
臓
§
ミ
葡
衷
ミ
ご
義
気
ミ
魅
』
篭
今
、
ミ
慧
♪
oo
－
一
（
8
0
00
ン
℃
P
お
－
一
〇
一
。

（
6
）
　
た
と
え
ば
、
経
済
同
友
会
「
日
本
の
『
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
』
で
『
共
進
化
（
相
互
進
化
）
』
の
実
現
を
」
（
二
〇
〇
五
年
二
月
八
日
、
前

掲
）
、
日
本
学
術
会
議
「
日
本
の
科
学
技
術
政
策
の
要
諦
」
（
二
〇
〇
五
年
四
月
二
日
）
、
文
部
科
学
省
「
文
部
科
学
省
に
お
け
る
国
際
戦

略
」
（
二
〇
〇
五
年
九
月
二
九
日
）
、
経
済
産
業
省
「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
戦
略
」
（
二
〇
〇
六
年
四
月
）
。

（
7
）
　
「
失
わ
れ
た
一
〇
年
」
に
関
す
る
批
判
的
な
検
討
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
「
失
わ
れ
た
1
0
年
」
を
超
え
て

　
〈
1
〉
経
済
危
機
の
教
訓
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
”
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
「
失
わ
れ
た
1
0
年
」
を
超
え
て
〈
2
〉

小
泉
改
革
へ
の
時
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
。

（
8
）
　
ア
メ
リ
カ
や
日
本
で
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
議
論
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ワ
ー
の
後
退
期
に
発
生
し
た
の
に
対
し
、
中
国
の
ソ
フ
ト
・
パ

　
ワ
ー
へ
の
関
心
は
中
国
の
台
頭
と
い
う
現
象
と
軌
を
一
に
し
て
い
た
。
中
国
の
ソ
フ
ト
・
パ
ワ
ー
に
つ
い
て
は
、
』
o
昌
轟
　
内
自
ξ
艮
－

　
N
凶
o
ぎ
G
誉
ミ
ミ
O
詳
誤
賊
ミ
㍉
歳
o
ミ
O
ミ
ミ
亀
げ
o
o
o
凄
、
o
ミ
ミ
雰
S
ミ
誤
♂
、
ミ
き
吋
ミ
飛
§
ミ
ミ
（
Z
①
巧
＝
巽
雪
”
＜
巴
①
¢
三
＜
R
ω
一
身

　
牢
①
ω
ω
る
O
O
刈
）
。

（
9
）
　
地
震
災
害
支
援
の
中
身
と
成
果
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
N
G
O
、
民
間
企
業
、
政
府
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
で
あ
る
N
P
O
法
人
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
報
告
書
を
参
照
。
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
ジ
ャ
ワ
島
地
震
被
災
者

　
支
援
報
告
書
」
（
二
〇
〇
七
年
八
月
）
。

（
1
0
）
　
U
R
L
は
≦
白
揖
8
一
一
9
≦
魯
●
一
日
。

（
1
1
）
　
中
国
は
資
金
・
物
質
的
援
助
は
す
る
も
の
の
、
軍
隊
派
遣
は
お
こ
な
わ
な
い
。
こ
れ
は
中
国
の
軍
隊
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
中
国
政
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府
も
顧
慮
し
て
の
対
応
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
換
言
す
る
と
、
中
国
が
経
済
的
影
響
力
を
高
め
て
い
る
な
か
で
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日

本
の
影
響
力
を
高
め
て
い
く
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
災
害
支
援
を
と
お
し
た
自
衛
隊
な
ど
の
海
外
派
遣
で
あ
る
こ
と
は
自
明
で

あ
る
。
ま
た
、
災
害
支
援
を
ふ
く
む
日
本
の
存
在
感
を
高
め
る
た
め
に
よ
り
効
果
的
な
方
策
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
内
外
の
N
G
O

活
動
に
対
す
る
継
続
的
な
公
的
支
援
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
単
独
で
お
こ
な
う
の
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、
E
U
な
ど
の
援
助
先
進
国
と
の
連
携
の
も
と
で
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
1
2
）
　
「
自
衛
隊
」
に
は
、
、
勺
器
爵
き
ω
①
壁
U
誌
、
、
と
い
う
直
訳
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
限
定
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
ロ
イ
タ
ー
記
者
が
日
本
の
平
和
主
義
憲
法
と
日
本
の
ア
ジ
ア
で
の
慎
重
な
態
度
に

　
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
事
実
は
、
日
本
の
イ
メ
ー
ジ
の
一
端
と
し
て
看
過
で
き
な
い
。
そ
れ
と
の
関
連
で
看
過
で
き
な
い
の
は
、
一
九
九

〇
年
代
初
頭
以
降
、
日
本
は
政
治
的
大
国
化
を
目
指
し
て
各
種
の
国
際
支
援
に
積
極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
事
実
で
あ
る
。
初
の

自
衛
隊
の
海
外
派
遣
と
な
っ
た
湾
岸
戦
争
後
の
ペ
ル
シ
ャ
湾
派
遣
（
一
九
九
一
年
）
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
平
和
維
持
活
動
（
P
K
O
）
の

　
一
環
と
し
て
の
自
衛
隊
派
遣
（
一
九
九
二
年
）
に
つ
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
主
要
紙
の
社
説
で
は
概
ね
肯
定
的
な
評
価
が
な
さ
れ
て

　
い
た
。
山
本
信
人
・
高
木
佑
輔
「
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
日
本
イ
メ
ー
ジ
再
考
－
遠
い
存
在
、
身
近
な
『
日
本
』
、
期
待
」
大
石
裕
・
山
本

信
人
編
『
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
日
本
』
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
五
－
一
八
六
頁
。

パ　 　　 ハ　 パ　 　　 パ　 パ　　21　20　19　18　17　16　15　14
）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）　　　　　）

8ご

鳴
き
勉
》
き
哨
き
ミ
、
8
貸
N
O
8
の
一
一
〇〇
σ

α
①
賦
F
O
O
日
堕
N
O
O
㎝
・
一
。
嵩
●

内
o
ヨ
B
ω
b
巳
ぎ
ρ
8
8
．
一
一
刈
」
鯨
認
配
信
。

号
二
ぎ
8
β
8
8
。
一
一
P
一
分
総
配
信
。

囚
o
ヨ
冨
ω
b
巳
言
ρ
8
8
’
一
一
〇
」
合
8
配
信
。

α
o
謡
ぎ
8
目
る
0
8
」
●
8
し
oo
蕊
o
o
配
信
。

S評恥～

亀
藤
霜
、
言
b
8
ひ
N
O
8
。
一
8
●

映oミ

b
湧
）
8
8
。
一
〇〇
〇
お
よ
び
葡
§
ミ
ミ
詠
禽
8
8
●
一
8
。

　
と
し
て
都
市
部
ム
ス
リ
ム
層
に
購
読
者
層
が
広
が
っ
て
い
る
。

（
2
2
）
　
映
o
ミ
b
蕩
）
N
O
O
9
㎝
●
ω
O
・

『
レ
プ
ブ
リ
カ
』
（
肉
電
ミ
ミ
隷
犠
）
は
近
代
主
義
的
イ
ス
ラ
ー
ム
系
新
聞
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（
2
3
）
　
カ
ラ
副
大
統
領
は
伝
統
主
義
的
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
ナ
フ
ダ
ト
ゥ
ー
ル
・
ウ
ラ
マ
（
N
U
）
所
属
、
出
身
地
マ
カ
ッ
サ
ル
は
イ
ン
ド
ネ

　
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
。

（
2
4
）
　
α
亀
F
8
ヨ
る
0
8
・
O
。
一
一
」
配
信
。

（
2
5
）
　
S
誉
恥
～
亀
捧
貸
、
ミ
、
も
無
）
N
O
8
。
9
㎝
●

（
2
6
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
活
字
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
山
本
信
人
「
メ
デ
ィ
ア
・
国
民
国
家
・
市
民
社
会
ー
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
み
る
市

民
社
会
化
」
竹
中
千
春
・
山
本
信
人
・
高
橋
伸
夫
編
『
市
民
社
会
』
（
「
シ
リ
ー
ズ
現
代
ア
ジ
ア
研
究
」
第
二
巻
）
慶
慮
義
塾
大
学
出
版
会
、

　
（
近
刊
）
。

ハ　　　　　　ハ　　　ハ　　　ハ　　　ハ　　ハ

33　32　31　30　29　28　27
）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）　　　）

　
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
文
字
主
体
で
あ
る
の
に
対
し
、

　
子
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

　
は
窪
8
”
＼
＼
宣
犀
震
貫
ヒ
器
B
び
霧
望
’
騎
O
＜
＼
。

（
34
）
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
に
つ
い
て
の
簡
潔
な
整
理
と
し
て
、
金
子
将
史
・
北
野
充
編
『
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー

1
「
世
論
の
時
代
」
の
外
交
戦
略
』
P
H
P
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
。

（
3
5
）
　
映
o
ミ
b
翰
』
O
O
㎝
’
一
ミ
■

（
3
6
）
　
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア
関
係
に
つ
い
て
は
、
昇
亜
美
子
「
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
本
イ
メ
ー
ジ
と
日
本
外
交
－
一

九
七
〇
年
代
を
中
心
に
」
大
石
裕
・
山
本
信
人
編
『
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
日
本
』
慶
磨
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
、
一
三
五
ー
一
五

　
四
頁
。

需
亀
尋
紀
ミ
ミ
ミ
駄
騨
騨
N
O
O
①
●
①
。
oo
。

、
、
問
o
お
貫
口
8
口
旨
ユ
①
ω
ぎ
q
①
霧
o
巴
α
暁
o
『
8
吋
夢
ρ
信
畏
Φ
＜
一
〇
江
日
9
、
、
S
ミ
～
轟
ミ
ミ
、
8
ひ
N
O
8
。
①
■
一
〇
。

S
鳴
ミ
b
P
N
O
O
①
。
9
①
－
旨
。

肉
亀
尋
短
ミ
ミ
ミ
魯
尋
ド
N
O
O
9
①
．
区
，

8
》
N
O
8
．
①
。
嶺
。

S誉

魅
～
“
趣
亀
こ
亀
、
8
ひ
N
O
8
．
①
●
認
。

日
米
の
広
報
力
の
相
違
は
、
在
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
日
米
大
使
館
が
管
理
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
比
較
し
て
も
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
日
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
国
の
そ
れ
は
視
覚
に
訴
え
る
形
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
昇
亜
美

　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
大
使
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
耳
8
一
＼
＼
≦
譲
≦
往
●
①
ヨ
び
こ
8
き
。
磯
ρ
甘
＼
ぎ
α
安
」
P
耳
ヨ
一
。
米
国
大
使
館
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（
3
7
）
　
「
資
源
重
視
、
最
多
の
支
援
　
ジ
ャ
ワ
地
震
で
一
一
億
円
供
出
」
共
同
通
信
二
〇
〇
六
年
五
月
二
九
日
二
〇
時
五
分
配
信
。

（
3
8
）
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
対
日
意
識
世
論
調
査
お
よ
び
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
山
本
信
人
・
高
木
佑
輔
、
前
掲
論

文
参
照
。

（
3
9
）
　
余
談
で
は
あ
る
が
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
二
一
世
紀
に
は
い
り
、
自
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
を
鑑
み
て
、
原
子
力
発
電
所
建
設
計
画

　
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
各
国
政
府
か
ら
日
本
政
府
へ
の
要
請
と
し
て
、
日
本
型
の
原
子
力
発
電
所
建
設
へ
の

支
援
が
あ
る
。
な
か
で
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
そ
の
中
核
に
位
置
し
て
い
る
。
実
際
、
二
〇
〇
七
年
八
月
、
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
と
安
部
晋
三

首
相
が
日
本
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
済
連
携
協
定
（
E
P
A
）
に
署
名
し
た
際
に
、
安
部
首
相
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
原
子
力
発
電
導
入
の
た
め

　
の
制
度
整
備
に
関
す
る
支
援
を
進
め
た
い
と
の
意
向
を
表
明
し
て
い
る
。

（
4
0
）
　
日
本
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
大
石
裕
・
山
本
信
人
編
『
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
日
本
』
（
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇

　
八
年
）
を
参
照
。

（
4
1
）
　
戦
後
日
本
の
ア
ジ
ア
で
の
経
済
大
国
と
し
て
の
地
位
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
軍
事
・
政
治
的
な
覇
権
の
も
と
で
、
技
術
立
国
と
い
う

特
性
を
活
か
し
た
技
術
覇
権
の
確
立
の
過
程
で
も
あ
っ
た
。
℃
①
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瓜
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〇
〇
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．
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〇
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－
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＼
＼
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＼
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＼
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史
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〇
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友
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携
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帝
国
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新
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〇
〇
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れ
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超
え
て
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経
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の
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京
大
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出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
。

東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
「
失
わ
れ
た
1
0
年
」
を
超
え
て
〈
2
〉
小
泉
改
革
へ
の
時
代
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
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・
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